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交
野
市
の
65
歳
以
上
人
口

約
２
万
１
９
０
０
人
の
う
ち
、

２
割
弱
の
約
４
１
０
０
人
が

要
介
護
認
定
（
要
支
援
・
要
介

護
）
を
受
け
て
い
ま
す
（
令
和

４
年
３
月
現
在
）
。 

こ
の
う
ち
、
軽
め
の
要
支
援

（
１
・
２
）
に
認
定
さ
れ
る
割
合

が
３８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
北

河
内
各
市
と
比
較
し
て
、
要
支

援
の
割
合
は
交
野
市
が
最
も

高
い
状
況
で
す
。（
下
表
参
照
） 

交
野
市
は
介
護
の
認
定
が
厳
し
い
の
で
は
？ 

 

要介護認定者のうち 

「要支援（１・２）」の割合 

交野市 ３８％ 

寝屋川市 ３０％ 

大東市 ２３％ 

枚方市 ３３％ 

くすのき広域連合（門真

市・守口市・四條畷市） 
２３％ 

 

 

日
本
共
産
党
は
、
市
民
か
ら
の

声
と
し
て
「
枚
方
か
ら
引
っ
越
し

て
き
た
ら
要
介
護
か
ら
要
支
援

に
下
が
っ
た
」
「
更
新
時
に
要
介

護
か
ら
要
支
援
に
な
り
使
え
る

サ
ー
ビ
ス
が
減
っ
た
。
老
々
介
護

で
共
倒
れ
に
な
り
そ
う
」
な
ど
の

実
態
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
市

の
対
応
を
質
問
し
ま
し
た
。 

 

市
は
、
「
全
国
一
律
の
基
準
で

客
観
的
に
判
定
し
て
い
る
。
介
護

予
防
活
動
の
成
果
で
、
比
較
的
元

気
な
高
齢
者
が
多
い
」
と
答
弁
。 

  

日
本
共
産
党
は
、
特
に
末
期
が

ん
の
患
者
が
病
状
急
変
時
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
が
間
に
合
わ
な

か
っ
た
事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

末
期
が
ん
や
老
々
介
護
、
認
知
症

な
ど
の
場
合
、
実
態
や
必
要
性
に

み
あ
っ
た
介
護
認
定
に
な
る
よ

う
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

市
は
、「
末
期
が
ん
等
の
人
へ

の
適
切
な
対
応
に
つ
い
て
、
認
定

介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を 
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実態にあった要介護認定に改善を 

審
査
会
委
員
と
も
改
め
て
情

報
共
有
を
行
っ
た
。
適
切
な
要

介
護
認
定
の
実
施
に
努
め
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
あ
わ
せ

て
、
来
年
度
か
ら
の
第
９
期
計

画
で
は
、
11
億
円
も
あ
る
介

護
給
付
費
準
備
基
金
を
活
用

し
、
介
護
保
険
料
の
思
い
切
っ

た
引
き
下
げ
を
行
う
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。 

 

 介護に関する 

ご相談、ご要望など、

お気軽に日本共産党

議員団までお寄せ 

ください。 

 

ま
た
、
認
定
に
納
得
で
き
な

い
・
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
な
い
・
状
態
の
変
化
な
ど

の
理
由
で
、
認
定
の
区
分
変
更

申
請
を
行
う
件
数
が
、
要
介
護

認
定
申
請
数
全
体
の
約
19
％
に

も
及
ん
で
い
ま
す
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